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「「「「家族会家族会家族会家族会のののの歌歌歌歌」」」」について 

「すずらん会の歌」はすずらん会会員青木宏

太郎氏が作詞（稲垣明男氏補作）し、会員の

義妹の長男高杉康樹氏が作曲しました。 

 替え歌で森山良子の「この広い野原いっぱ

い」でもピッタリと歌えます。 

 みなみ会やわかば会ではとても気に入っ

て、会の始まる前にわかば会バージョン、み

なみ会バージョンにかえて歌っているそうで

す。 

歌詞入りの楽譜が事務局にあります。 

「私の単会でも歌ってみよう」と思わ

れる単会さんがありましたらは事務局

へお知らせください。 

楽譜を差し上げます 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「「「「徹底検証徹底検証徹底検証徹底検証！！！！障害者総合支援法障害者総合支援法障害者総合支援法障害者総合支援法」」」」    
（（（（放送放送放送放送にににに入入入入りきらなかったりきらなかったりきらなかったりきらなかった““““大切大切大切大切なななな話話話話””””））））    

 

４月４日、夜８時放送の「徹底検証！総合支援法」 

ご出演いただいたのは障害当事者の視点で、新法制定

の検討会議に携わった茨木尚子さん、（明治学院大学教

授） 

来年４月から施行される「重度訪問介護」について、放送

では紹介しきれなかったポイントとなるお話をもう少し、ご

紹介させて」いただきます。 

重度の肢体不自由者に対して、身体介護や家事援助だ

けではなく、長時間にわたって提供する「重度訪問介護」

それが来年４月から、知的・精神障害者に拡大されるとい

うことで注目を集めています。 

番組でもお話しましたが、問題となっているのはその「対

象」です。国は現在、「行動援護」のサービスを基準に検

討するとしていますが・・・。 

茨木「“行動援護”を基準に考えるという事なのですが、全

くイコールとなってくると、非常に限られた人しか重度

訪問介護の対象にならなくなってしまう可能性があり

ます」 

「行動援護」の対象者は、行動上著しい困難を有す 

る る知的・精神障害者。行動に関する１２の調査項目のう

ち、８点以上（２４点中）にあてはまるのが条件です。例え

ば、「他人に突然抱きついたり、断りもなく物を持ってくる

こと」が「ほぼ毎日ある」と２点、「叩いたり蹴ったり器物を壊

したりなどの行為が」「ほぼ毎日ある」とさらに２点、こうした

点数が複数組み合わされることで、８点という計算になりま

す。 

問題行動を起きないようにするために、周囲の支えが

必要であるにもかかわらず、実際に起きている人しか

対象とならない、というのは本末転倒ではないか？ 

茨木さんは、状態が重くなってからでないと制度

が利用できないという矛盾を指摘されました。 

 

茨木「問題行動って何故おこってくるのかというところ

を探ることが大事で、それを止めるために重度

介護訪問を使うこともあると思うのですが、その

問題行動がないと重度とみなされず使えないと

いうのは、その人の状態が悪くなってからしか使

えないという矛盾したことになってしまいます」 

「重度訪問介護」の対象拡大は来年４月から。 

厚労省も今年１年をかけて準備を進めていく予定で 

す。 

茨木さんは、どんな人がこのサービスを必要としてい 

るのか、地域から提言を続けていくことが大切だと考 

えています。 

茨木「こいういう人たちが使えると、“本当に地域支援

の厚みが増すよね”ということを地域の皆さんか

ら発信していくことで、行動援護の対象基準の幅

が広がっていく可能性は、まだまだあるのではな

いかと思っています」 

当事者や社会１人１人 

の声が、今後の施行内 

容に関わってくる可能 

性もあります。私たちも、 

今後、引き続き注意 

して動向を見守ってい 

きたいと思います。 

 

【放送】2013年 4月 4日放送  

20時 00分から 20時 29分Ｅテレ 

・番組ディレクターのインターネット投稿記事から・ 

 

【【【【ゲシュタルトゲシュタルトゲシュタルトゲシュタルト主義主義主義主義とはとはとはとは】】】】    

ヴェルトハイマー（1880～1943）というドイツの心理学者が唱えた考え方． 

「ゲシュタルト」とは《形態・姿などの意》で知覚現象や認識活動を説明する概念で部分の総和としてとら

えられない合体構造に備わっている、特有の全体的構造をいう。分かりやすい身近な例でいうと、新聞や雑

誌などのモノクロページの写真は細かく見ると、濃淡さまざまなドット（点）の集合のように見えますが、

私たちはそれをドットとしてではなくひとつの写真として認識します。 

それをゲシュタルト的に認識するといいます。 

ゲシュタルト主義は「全体は部分の総和以上のものである」とする考え方。 


